
立毛胴割の予測と多発回避のための対策 
 

１ はじめに 

 刈取適期の判断や胴割対策のための指導活動に当たり、新たな手法を加えてもらうこと

を提案します。 

２ 飽差を計算して胴割多発予想 

 水分が 25％まで落ちて以降、飽差が 9g/m３以上の日があれば、遅くともそれから５日以

内には刈取るよう緊急に広報する。（あらかじめ刈取れるような体制と計画整備） 

３ 品種別の胴割危険の周知 

 ハナエチゼンは登熟の速さ、コシヒカリでは特に出穂期の生育状況、あきさかりは刈取

収穫時期の日長を併せて把握し、危険範囲なら周知徹底する。 

４ コシヒカリの出穂期の SPAD33 

出穂期に止葉のSPADを確認し、33 を下回るようなら、一括施肥の穂肥分は 5kg/10aを基

準として、翌年の施肥を考え直すよう働きかける。 

５ 飽水管理のための平板硬度計活用 

 中干し後の田面条間を平板の中山式硬度計で測定し、20 以上なら入水を呼びかける。 

＜出穂期＞

正確に

出穂期把握

＜刈取間際＞

水分、青籾率
刈取予測日の10日前から中庸な数株で

気象データ（気温・湿度）入手・・飽差（ｄａ）の計算
飽和水蒸気圧：Ha、平均相対湿度：ｈ、日平均気温：ｔ として

da＝Ha×（１－ｈ/100）
Ha＝（1323×exp（（17.269×ｔ）/（237.3＋ｔ））/（273.16＋ｔ）

止葉SPAD 中庸株の最長稈12株
（根量） 平均穂数株6株

胴割警報発令条件（2つが該当する場合）→刈取り計画
（①出穂期の根量が平年の80％以下）
②出穂期の止葉の葉色が淡い ﾊﾅｴﾁｾﾞﾝ：36、コシヒカリ：33以下
③出穂後20日間の日平均気温の平均が28℃以上

積算気温で大まかな刈取適期推定
出穂～刈取り適期まで

ﾊﾅｴﾁｾﾞﾝ：880℃・日
コシヒカリ：1030℃・日

刈取適期予測微調整
・平均的籾水分の減少速度 0.5～0.6％/日
・青籾残存率50％の日から残日数

ﾊﾅｴﾁｾﾞﾝ：10日、コシヒカリ：9日

危険条件
水分25％に下がって以降、飽
差9ｇ/m３日に遭遇

→早急な刈取り

出穂後6～10日の平均気温が26℃以下なら一安心

ﾊﾅｴﾁｾﾞﾝは速い登熟が危険の兆候
積算気温700℃・日時点で

籾水分30％以下、整粒率50％以上

あきさかりは日照時間の長い日の連続が危険

枯上がりの速い稲が弱い（コシヒカリ）
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深耕 １５ｃｍ 特に有効土層の浅い水田

窒素施肥 基肥一括肥料の穂肥分 5kg/10aが目安（地力を勘案）

飽水管理 中干し後 間断通水により
足跡に水が見える程度

10～15ｍｍを理想 →20以上なら通水を促す

平板型の測定山中式硬度計 条間中央部を5，6点

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 胴割防止のための調査手順と判断の目安 

                 太字部分が今回の追加事項 
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<添付資料>   

     

 

高温乾燥の日に一挙に胴割する“感じ”を、これまでの調査結果から「飽差」を手掛か

りに整理しました。さらに、胴割多発を抑制するための窒素施肥と水管理の考え方を示し

ます。 

 

 

 

 

１．胴割の引き金となる「飽差」に注目 

平均玄米水分が 25%に達して以降、日平均飽差 9g/m３以上の日に遭遇すると、その後 日

を追って胴割率が増加します（図２、図３）。 

 

 Ha＝（1323×exp（（17.269×ｔ）/（237.3＋ｔ））/（273.16＋ｔ） 
 da＝Ha×（１－ｈ/100） 
  飽和水蒸気圧：Ha、平均相対湿度：ｈ、日平均気温：ｔ として 
ここで用いている便宜的な日平均飽差（da）の算出法 

 

 

 

ただし例外的に、出穂後 6～10 日の平均気温が 26℃以下の低温の場合は、胴割増加が遅

れるようです（表１、図４）。 
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図１ 水分と胴割率            図２ 成熟期前後の飽差と胴割率の推移例 

                              （2010 年コシヒカリ） 

 

 

 

 

 

 品種、調査年次は表１ 

 

 一旦水分 25％まで下がるまでは胴割はほとんど

見られない。25％まで落ちて以降に条件が悪いと

多発することがある。 

この調査に当たっては、降雨等により水分
が戻ると、胴割も見にくくなることがあるの
で注意 

 玄米水分が 25％まで落ちる以前なら大きな
飽差でも胴割多発にあまり影響しない。しか
し、乾燥によってその日に水分 25％を割り込
んでしまうことがあるので油断できない。 
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 大飽差後、曇雨天が続い
て水分が高まると見かけ
上胴割が少なくなること
もあるが、再び乾燥すると
胴割は進行していたこと
が分かる。 
 05 年のコシヒカリ、イ
クヒカリは、大飽差算出日
の前日から台風（小雨）に
より急激乾燥が進行して
いた模様。  

 

 

 

 

 

 

図３ 乾燥日（飽差 9g/m３以上）遭遇後の胴割増加 

 

 

表１ 胴割発生程度別の年次（西暦略紀） 

遭遇 非遭遇
多 04，10
少 05

微 06、09 07，08
６，９，７年は出穂後5～10日の平均気
温26℃未満

図 4

多 05 台風
中 04，4’、06，10 ほぼ遭遇以降の日数
少 07，08，9’
微 09，10’
多 05 台風
中 06，10
微 07，08，09
多 08，09
少 10

※１）　程度区分は、品種別に年次ごとの発生率推移を比較して行った。
※２）　水分が25％を下回って以降、平均日飽差が9g/m3以上の日に遭遇したかどうか
※３）　ほとんど５月２日植。コシヒカリだけ4’は5/11植、9’・10’は5/20植

品種
程度
※１

備考

ハナエチゼン

コシヒカリ

※３

参照

図 5

図 3

表 2

図 3

９ｇ/m3飽差日※２

図 6

イクヒカリ

あきさかり

登熟中の整粒％の増加速い

登熟終期の日照または稲体

稲体の違い

コシヒ

カリ、イ

クヒカリ

の０９

年も
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  26℃未満年は、ハナエチゼン
の 6,7,9 年、コシヒカリ・イクヒ
カリの 9 年のみで、サンプル数
は少ないが、いずれも水分 25%
到達以降 7～10 日間の調査範囲
において胴割率は５％までに留
まった。 

 

 

 

 

 

図４ 出穂後６～10 日後の気温と、水分 25％に到った時点での胴割率との関係 

（胴割警報の判断条件の一つとして「出穂後 20 日間の平均気温で 28℃以上」としてお

り、それに 5～10 日の気温も勘案することになる） 

 



２．品種ごとに危険な兆候を把握   ―飽差が激しくなくても多少胴割れした時ー 

１）ハナエチゼンは、登熟の速い年次で胴割しやすくなります。積算気温 700℃の時点

（ほぼ出穂後 25 日頃）において、籾水分 30%を下回り、その時点で玄米の整粒率が 50％以

上となるようなら危険です（図５）。 

２）コシヒカリは特に、出穂期あるいは登熟中期の葉色が淡く、成熟期にかけて枯れ上

がりの激しい場合に多発しやすいようです（表２、４－２）も参照）。 

３）あきさかりは、成熟がやや低温期となるので大きな飽差日には遭遇しにくいものの、

日照の長い日が３～４日続くと胴割が誘発されます（図６）。 
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図５ 胴割多発年の整粒率増加(ﾊﾅｴﾁｾﾞﾝ) 

 

表２ 胴割の多少と稲体（ｺｼﾋｶﾘ飽差小年での比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図６ 日照推移と平均籾水分低下（あきさかり） 
                                 

整粒率は S社 ES－2000 で測定 

 
最高の整粒率 70％以上が前提 
積算気温 800℃・日を超えると年ご

との最終の整粒率に修練するだけで
登熟の遅速の把握はできなくなる。 
障害粒が多くていつまでも整粒率

が低いような稲では登熟途中も低く
て当然なのであてにならない。 

水分 30%時点を 0日として比較 
 
稲体も年によってずいぶん違

い、胴割の少なかった 10 年は１穂
籾数が多く（85、8 年：59、9 年：
73）多収な反面、千粒重はやや小
さく、また登熟に伴う「基部未熟
粒」率の低下が特異に遅かった。
（日照時間か稲体の違いか主因は
未確定） 

 



３．胴割発生を軽減するための栽培管理 

１）深耕  

平成 18 年度普及に移した技術「深耕による根域拡大とコシヒカリの収量品質の向上」参照 

 

２）窒素不足の回避 

登熟期間が高温の場合、コシヒカリの基肥一括施肥栽培において出穂期の葉色が薄いと

胴割率が高まります（図７）。胴割警報の判断条件の一つも SPAD 値で 33 以下（ﾊﾅｴﾁｾﾞﾝは

36）で妥当でした。 

出穂期の葉色を濃くするため基肥一括肥料の穂肥分である LPSS100 の施肥窒素量を増施

すれば胴割率が低下するが、玄米蛋白質含有率は高まります（表３）。 

 そこで玄米蛋白質含有率が高まりやすい低温年でも 6.5%以下とするには、LPSS100 の施

肥窒素量は 5kg/10a までとします（図８）。ただし、地力の高い圃場では玄米蛋白質含有率

が高くなりやすいため、過去の施肥量を考慮して施用量を決めるようにして下さい。 
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図７ 出穂期止葉の葉色と胴割率         図８  LPSS100 施用量と 
   

                    玄米蛋白質含有率 

 

 

 
表３ 緩効性窒素施用量と胴割および収量・品質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LPSS100 出穂期 玄米蛋白

施用量 葉色 質含有率 乳白 基部 腹白

Nkg/10a spad値 % kg/10a g % % % % %

2010年 3 34.7 3.8 503 20.9 5.5 68.5 12.3 2.9 0.5

（高温年） 4 36.0 2.2 550 21.3 6.0 74.8 9.7 2.0 0.5

4/28移植 5 37.0 2.3 564 21.7 6.1 73.7 10.9 1.9 0.6

2010年 3 31.9 6.5 511 21.3 5.9 64.7 5.8 3.7 0.9

（高温年） 4 34.3 5.8 513 21.6 6.0 68.0 5.5 3.1 0.9

5/20移植 5 35.2 3.7 556 21.6 6.2 68.8 4.1 2.8 0.8

2009年 3 35.8 1.5 486 21.8 6.1 74.8 2.5 0.7 0.1

（低温年） 4 37.6 0.9 502 22.0 6.4 75.9 2.2 0.4 0.1

4/30移植 5 38.9 1.3 536 22.2 6.5 75.0 2.3 0.4 0.0
外観品質は穀粒判別機（ES-1000）の測定値、玄米蛋白含質有率は窒素濃度に5.95を乗じた値

出穂後6～10日間平均気温 2010年(高温年)4/28移植:28 .7℃､5/20移植:29.4℃､2009年(低温年):24 .9℃

胴割

粒
収量

千粒

重
整粒

未熟粒



３）飽水管理 

中干後は飽水管理とすることで、胴割発生は抑制され、やや増収も期待されます（図９）。 

「間断通水」によって飽水管理をするので、旧来の指導と矛盾はありません。 

  土壌水分は、田面の硬さと密接に関係していることから、平板の土壌硬度計を用いるこ

とで客観的かつ容易に把握できます（図１０）。 

  試験の際には、飽水管理は見かけで「足跡に水が見える程度」としましたが、これは土

質により土壌水分％としてはばらつくので、むしろ硬度計で 15 以下とした方が汎用的で

す。さらに 10 を下回るようでは足が沈みかねず刈取作業と根腐が心配になるので、硬度

10～15 の範囲を理想とします。（例えば測定して 20 以上なら入水を促す） 
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飽水：足あとの底には常に水が見える、
亀裂なし 
間断：溝底まで乾き、亀裂の縁の土塊
が白くなり始めたら入水、3～7日間隔
落水：田面が白くなるようなら入水 
 という目安で行った。同一水田内で
は違うことは明らかだが、あまり定量
的な処理ではなかった。 

３土質（黒ボク、灰色低地、   ）
の平均（土壌ごとのバラつきを標準偏
差で示した。年次・水処理の差の方が
大） 
胴割調査は、8,9 年は坪刈サンプル、

10年は穂を9月11日に採取し陰干しし
たサンプルを用いた。 
 水管理は、 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図９ 飽水管理による胴割抑制効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ 土壌硬度と胴割（2009 灰色低地土） 

図１０  田面硬度と土壌水分（2008）       同じ水管理を継続した試験例に過ぎない。今
硬いから将来胴割するということではない。 

［留意点］ 

１ 年次ごとの胴割調査は場内の気象対策試験の水稲を供試しており、施肥は毎年共通、

水管理は成熟期までの間断通水を励行した。 

２ ここでいう胴割はグレンスコープを用いた調査で軽微なもの全てを数えており、胴割

率が 20%までなら、検査上ほとんど問題ない範囲だった（図７、表３は穀粒判別機）。 


